
  みなさんはおうちの人や先生から「ウソはついたら
いけない」と教わっていますよね。

でも、年に1度だけ４月１日の
エイプリルフールにはウソを
ついてもよいという風習があ
ります。最近ではいろいろな企
業が面白いウソを発信して話
題になったりもしていますね。
ウソにも人をだます悪いウソ

もあれば、誰かを楽しませるウソもあるようです。
『ごいっしょさん』は誰かのことを思ってついた優し
いウソが、クラスの友だちの間で広がっていくお話で
す。妖怪博士の洋太にクラスの宮本君が「ごいっしょ
さん」という妖怪について尋ねてきました。そんな妖
怪はいないと答えた後で、彼がなぜその妖怪のこと
を聞いてきたか理由を知った洋太は、自分でごいっし
ょさんを考えて紙に書いて渡します。洋太が作り出し
たウソっこの妖怪が、友だちを思う優しい気持ちに乗
せて次々と人に渡っていき、誰かを勇気づけます。そ
して最後には自分のもとにその紙が戻ってきて…？信
じる思いが、心を強くしてくれるお話です。

   『エイドリアンはぜったいウソをついている』には、
「うちには馬がいる」といつも嬉しそうに話すエイドリア
ンという男の子にうんざりしている女の子が出てきます

。普通の町の庭もない小さな家
に馬がいるはずがないと思い、
ある日「それウソだよ！」と彼にさ
けびます。けれどもたまたま犬の
散歩でエイドリアンの家に行った
女の子は彼と話し、あることに気
がつきます。想像力のすばらしさ
を感じる絵本で、最後まで読んで

あらためて表紙を見ると、驚きの発見がありますよ。

小さなウソが、どんどん広まってしまい大騒動になっ
てしまうこともあります。『アーマのうそ』は、「世界一
大きな人形を持っている」とウソをついてしまった転
校生アーマのお話です。仲
良くなりたくて思わずつい
たウソでしたが、みんなを期
待させてしまい、学校の一大
行事である収穫祭でクラス
展示としてその人形を持っ
て行くことになってしまいま
す。困り果てたアーマは、デ
パートでマネキンを盗んでしまい…？さてこの騒動は
どうなるのでしょうか。ウソをついた後本当のことが
なかなか言い出せず困った経験がある人もいるかも
しれません。アーマに共感しながら読めるユーモアの
ある本です。

   小さなウソが広まっておおごとになるのは、インタ
ーネットの世界でも多くあります。
『ウソがはびこるネット社会を生き残れ！』の１巻では、

誤情報やフェイクニュースに
騙されないようにする「信頼
できる情報収集の仕方」が書
かれています。また、みなさん
がこの先自ら情報発信してい
くことをふまえて、２、3巻で情
報の整理や発信の仕方も書

かれています。例えば誤解されやすい言葉の使い方
や、ウソ情報を自分も拡散してしまう行動などよくあ
る事例が載っています。インターネットで自ら発信す
るなんてまだ先のことと思っていても、近い将来知ら
ず知らずに自分がウソの発信源にならないよう読ん
でおくと役立つ本だと思います。
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いいウソ？悪いウソ？

りました。

「今、どのようなお花が咲いていますか？」などの問

い合わせが多くなり、夏には厳しい暑さに強い花や、

冬は寒さに耐えられる花など、花に関しては現在進

行形で頑張っています。今も、時間があれば園内を

歩き、市民目線で花壇や施設を点検しています。

　また偶然にも職員に木の成育状態を診てくれる樹

木医がおり、彼は花にも詳しいので、私の構想に賛

同して、協力をしてくれたので本当に感謝していま

す。構想を語るだけなら誰にでもできますが、まず自

ら行動することを大切にしています。どんなに私が

言葉で伝えても、職員が共感し、行動をともにしてく

れなければ、公園の改革は実現できませんからね。

当園は、「自由にのびのびと大人も童心に返って

子どもと一緒に遊ぶ」という場所です。青空のもと、

フィールドアスレチックで思いっきり遊んだり、動物

と触れ合ったり…。「公園に来てよかった」「また来た

い」「次はどのような花が咲いているのだろう」とい

う期待を持ってもらえるような公園を作っていきた

いと思っています。やはり、お客様があってこそ公園

が進化していくので、来園者のいろいろな話を耳に

して、そういう情報も参考にしながら進めていくとい

うのが大事だと思っています。レベルを下げずに、少

しずつ変化させながら、飽きのこない公園を作って

いけたらと思っています。

　平成元年に船橋市とアンデルセンの生誕地である

デンマークのオーデンセ市が姉妹都市を結びました。

“アンデルセン”と言ったら童話作家として有名で

すが、デンマークでは“切り紙の名手だった”という話

も有名です。そこで平成21年に「アンデルセン公園

きりがみコンクール」を開催しました。今は作品が約

2000点集まっていますが、大賞受賞者にデンマー

クへの旅「アンデルセンの足跡をたどる」という副賞

をつけています。そこで職員も同行して食や花など

を見て、現地で勉強してきてふなばしアンデルセン

公園で実現させていくことを続けています。

デンマークのオーデンセ市との交流を続けなが

ら、他の公園ではできないことをやっていかなけれ

ばならないと思っています。

「子ども美術館」というゾーンは、美術館という名

前がついていますが、そこは子どもたちが想像して

物づくりを体験できるところです。子どもたちが遊

べるいろいろな施設が日本にはあると思いますが、

自由な発想が出来るところばかりではないでしょう。

結局は大人が作った施設で子どもたちが遊ぶ形に

なっている施設も多いように思います。昔の子ども

たちは野原で自分たちの仲間とルールを作りなが

ら遊んでいたりしました。

「子ども美術館」では、子どもたちが自由に想像を

膨らませ、五感を使ってオンリーワンの作品を作る

ことができる場所です。自分で考え、工夫しながら創

造を楽しむことで、自然と自主性が育まれます。そん

な体験を通して、子どもたちの創造力や感性を引き

出すことが、この美術館の役割です。
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